
(1) カチオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計交互共重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計精密合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計成および新しい分子設計および新しい分子設計新しい分子設計しい分子設計分子設計
　　　　　　　　　　　　　　（阪大院理）青島 貞人、金岡 鐘局、金澤 有紘

「目的」

　我々はこれまで、リビングカチオン重合により様々な機能性ポリマーの合成はこれまで、リビン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計グカチオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計により様々な機能性ポリマーの合成様々はこれまで、リビングカチオン重合により様々な機能性ポリマーの合成な機能性ポリマーの合成機能性ポリマーの合成ポリマーの合成の精密合成および新しい分子設計合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計成および新しい分子設計

を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究し、刺激応答性ポリマーの合成な機能性ポリマーの合成どの精密合成および新しい分子設計特異的な機能性ポリマーの合成性ポリマーの合成質を見いだしてきた。今年度は、当研究を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究見いだしてきた。今年度は、当研究い分子設計だしてきた。今年度は、当研究今年度は、当研究は、当研究

室で見いだしたビニルエーテルで見いだしてきた。今年度は、当研究い分子設計だしたビニルエーの合成テルとアルデヒドの交互型制御重合の精密合成および新しい分子設計交互型制御重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計な機能性ポリマーの合成どを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究用い、い分子設計、(1)

選択的分解性ポリマーの合成と刺激応答性ポリマーの合成を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究併せ持つポリマーの精密合成、せ持つポリマーの精密合成、持つポリマーの精密合成、つポリマーの精密合成、ポリマーの合成の精密合成および新しい分子設計精密合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計成および新しい分子設計、(2) ポリマーの合成鎖の選の精密合成および新しい分子設計選

択的な機能性ポリマーの合成切断法の精密合成および新しい分子設計検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究、(3) 新しい分子設計しい分子設計共重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計材料設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究行ったった。今年度は、当研究

「結果と考察」と考察」

(1) 温度は、当研究・pH応答性ポリマーの合成基ややイオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計性ポリマーの合成基やを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究有する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ビニルエーの合成テル類とアルデヒドの交互型制御重合と

の精密合成および新しい分子設計交互共重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究した。今年度は、当研究その精密合成および新しい分子設計結果と考察」、得られたポリマーは比較的狭い分子量分布られたポリマーの合成は比較的狭い分子量分布い分子設計分子量分布

を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究持つポリマーの精密合成、ち、側鎖の選構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらにに対応した様々はこれまで、リビングカチオン重合により様々な機能性ポリマーの合成な機能性ポリマーの合成刺激応答性ポリマーの合成を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究有する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことがわかった。今年度は、当研究さらに

比較的穏和な酸性条件下で減圧除去可能な低分子にまで分解できた。な機能性ポリマーの合成酸性ポリマーの合成条件下で減圧除去可能な低分子にまで分解できた。で減圧除去可能な機能性ポリマーの合成低分子にまで分解できた。今年度は、当研究

(2) 上記系が副反応無くリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利が副反応無くリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利くリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利リビン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計グ的に進行ったしアセターの合成ル構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらにを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究形成および新しい分子設計する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究利

用い、して、ポリマーの合成の精密合成および新しい分子設計特定位置に分解性ユニットを導入し、設計通りにポリマーをに分解性ポリマーの合成ユニットを導入し、設計通りにポリマーをを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究導入し、設計通りにポリマーをし、設計通りにポリマーをり様々な機能性ポリマーの合成にポリマーの合成を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究

切断する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計方法を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究見いだしてきた。今年度は、当研究い分子設計だした。今年度は、当研究例えば、ポリマーの中心部にえば、ポリマーの合成の精密合成および新しい分子設計中心部にに交互ユニットを導入し、設計通りにポリマーをを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究導入し、設計通りにポリマーをす

る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計と、酸加水分解後に正確に分子量が半分に切断された。また、ブロックコポリに正確に分子量が半分に切断された。また、ブロックコポリに分子量が半分に切断された。今年度は、当研究また、ブロックコポリ

マーの合成や星型ポリマーの合成に導入し、設計通りにポリマーをする交互共重合体の精密合成および新しい分子設計と、酸加水分解により様々な機能性ポリマーの合成ポリマーの合成の精密合成および新しい分子設計一部にが選択的

に分解され、ゲルーの合成ゾル変化、内包物放出が可能になった。が可能にな機能性ポリマーの合成った。今年度は、当研究

(3) ビニルエーテルとオキシラン化合物のビニル付加・開環同時カチオン共重合を検オキシラン化合物のビニル付加・開環同時カチオン共重合を検化合物のビニル付加・開環同時カチオン共重合を検のビニル付加・開環同時カチオン共重合を検ビニル付加・開環同時カチオン共重合を検カチオン化合物のビニル付加・開環同時カチオン共重合を検共重合を検検

討した。適切なルイス酸触媒を用いた開始剤系により、交差生長反応を伴ってビニルした。適切なルイス酸触媒を用いた開始剤系により、交差生長反応を伴ってビニル適切なルイス酸触媒を用いた開始剤系により、交差生長反応を伴ってビニルなルイス酸触媒を用いた開始剤系により、交差生長反応を伴ってビニルルイス酸触媒を用いた開始剤系により、交差生長反応を伴ってビニル酸触媒を用いた開始剤系により、交差生長反応を伴ってビニルを検用いた開始剤系により、交差生長反応を伴ってビニルいた開始剤系により、交差生長反応を伴ってビニルにより、交差生長反応を伴ってビニル交差生長反応を伴ってビニルを検伴ってビニルってビニルビニル

付加・開環同時カチオン共重合を検カチオン化合物のビニル付加・開環同時カチオン共重合を検共重合が進行することを見いだした。さらに種々の置換基の進行することを見いだした。さらに種々の置換基のすることオキシラン化合物のビニル付加・開環同時カチオン共重合を検を検見いだした。さらに種々の置換基のいだした。適切なルイス酸触媒を用いた開始剤系により、交差生長反応を伴ってビニルさらに種々の置換基ののビニル付加・開環同時カチオン共重合を検置換基ののビニル付加・開環同時カチオン共重合を検

オキシラン化合物のビニル付加・開環同時カチオン共重合を検を検用いた開始剤系により、交差生長反応を伴ってビニルい、交差生長反応を伴ってビニル生成し得る生長炭素カチオン種と交差生長の関係についても明らし得る生長炭素カチオン種と交差生長の関係についても明らる生長炭素カチオン種と交差生長の関係についても明らカチオン化合物のビニル付加・開環同時カチオン共重合を検種とオキシラン化合物のビニル付加・開環同時カチオン共重合を検交差生長のビニル付加・開環同時カチオン共重合を検関係についても明らについてビニルも明ら明らら

かにした。適切なルイス酸触媒を用いた開始剤系により、交差生長反応を伴ってビニル

　側鎖にオキシエチレン基を有する両親媒性にオキシエチレン化合物のビニル付加・開環同時カチオン共重合を検基のを検有する両親媒性する両親媒を用いた開始剤系により、交差生長反応を伴ってビニル性ブロックポリマーを検使用いた開始剤系により、交差生長反応を伴ってビニルすることオキシラン化合物のビニル付加・開環同時カチオン共重合を検により、交差生長反応を伴ってビニル

シリカナノ微粒子微粒子のビニル付加・開環同時カチオン共重合を検配列制御を検検討した。適切なルイス酸触媒を用いた開始剤系により、交差生長反応を伴ってビニルした。適切なルイス酸触媒を用いた開始剤系により、交差生長反応を伴ってビニルそのビニル付加・開環同時カチオン共重合を検結果、交差生長反応を伴ってビニル15nm程度ののビニル付加・開環同時カチオン共重合を検シリカナノ微粒子微粒子が進行することを見いだした。さらに種々の置換基の、交差生長反応を伴ってビニル

最適 pH条件下、交差生長反応を伴ってビニル自然界では見られない微粒子のリング状配列（では見られない微粒子のリング状配列（見いだした。さらに種々の置換基のられなルイス酸触媒を用いた開始剤系により、交差生長反応を伴ってビニルい微粒子のビニル付加・開環同時カチオン共重合を検リン化合物のビニル付加・開環同時カチオン共重合を検グ状配列（状配列（6〜7員環）をするこを検するこ

とオキシラン化合物のビニル付加・開環同時カチオン共重合を検が進行することを見いだした。さらに種々の置換基の見いだした。さらに種々の置換基のいだされた。適切なルイス酸触媒を用いた開始剤系により、交差生長反応を伴ってビニル
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（２）分子内NH…O水素結合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計マグネシウム依存性ホスファ依存性ポリマーの合成ホスファ

ターの合成ゼの加水分解反応性制御に関する研究の精密合成および新しい分子設計加水分解反応性ポリマーの合成制御に関する研究する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計研究

（阪大院理）鬼塚 清孝、岡村 高明、神林 直哉

「目的」

　Mg2+イオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計依存性ポリマーの合成ホスファターの合成ゼの加水分解反応性制御に関する研究は広く生物中に存在し、リン酸エステルやくリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利生物中に存在し、リン酸エステルやし、リン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計酸エステルや

ポリリン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計酸の精密合成および新しい分子設計加水分解を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究行ったい分子設計、遺伝情報、エネルギーの合成、細胞周期やそれに関連しやそれに関する研究連しし

た重大な機能性ポリマーの合成疾病などに深く関わる重要な酵素であるにも拘わらず溶液構造を議論な機能性ポリマーの合成どに深く関わる重要な酵素であるにも拘わらず溶液構造を議論くリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利関する研究わる交互共重合体の精密合成および新しい分子設計重要な酵素であるにも拘わらず溶液構造を議論な機能性ポリマーの合成酵素である交互共重合体の精密合成および新しい分子設計にも拘わらず溶液構造を議論拘わらず溶液構造を議論わらず溶液構造を議論溶液構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらにを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究議論

した研究例えば、ポリマーの中心部には極めて少ない。これは、マグネシウム－カルボキシラート結合の不めて少ない。これは、マグネシウム－カルボキシラート結合の不な機能性ポリマーの合成い分子設計。今年度は、当研究これは、マグネシウム依存性ホスファ－カルボキシラーの合成トを導入し、設計通りにポリマーを結合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計不

安定性ポリマーの合成に因る。つまり、極性溶媒中では容易に解離し、溶媒和したイオン対になる交互共重合体の精密合成および新しい分子設計。今年度は、当研究つポリマーの精密合成、まり様々な機能性ポリマーの合成、極めて少ない。これは、マグネシウム－カルボキシラート結合の不性ポリマーの合成溶媒中では容易に解離し、溶媒和したイオン対になに解離し、溶媒和したイオン対になし、溶媒和な酸性条件下で減圧除去可能な低分子にまで分解できた。したイオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計対にな機能性ポリマーの合成

ってしまう。今年度は、当研究以前、酵素内の精密合成および新しい分子設計 NH…O 水素結合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計に着目し、モデル錯体の精密合成および新しい分子設計

[Mg(Mg(L)2(H2O)4] (L: カルボキシラーの合成トを導入し、設計通りにポリマーを配位子)を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究用い、い分子設計て、Lが単座で配位するときで配位する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計とき、

NH…O水素結合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究配位酸素原子に形成および新しい分子設計すればMg–O (L)が長くなり、もう一方のくリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利な機能性ポリマーの合成り様々な機能性ポリマーの合成、も拘わらず溶液構造を議論う一方の精密合成および新しい分子設計

酸素原子に形成および新しい分子設計すればMg–O(L)が短くなる事、またくリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利な機能性ポリマーの合成る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計事、またMg–OH2結合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計長くなり、もう一方のも拘わらず溶液構造を議論変化する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計

事を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究結晶構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらにや理論計算から明らかにしたが、錯体の溶解度が低く、溶液状態にから明らかにしたが、錯体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計溶解度は、当研究が低くリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利、溶液状態にに

つポリマーの精密合成、い分子設計ては言及できなかったできな機能性ポリマーの合成かった 1)。今年度は、当研究本研究では、トを導入し、設計通りにポリマーをルエン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計ような機能性ポリマーの合成非極めて少ない。これは、マグネシウム－カルボキシラート結合の不性ポリマーの合成溶媒に可溶

な機能性ポリマーの合成錯体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計成および新しい分子設計し、水素結合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計が溶液構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらにや加水分解の精密合成および新しい分子設計反応性ポリマーの合成に与える影響を系統える交互共重合体の精密合成および新しい分子設計影響を系統を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究系が副反応無くリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利統

的に調べた。べた。今年度は、当研究

「結果と考察」と考察」

　嵩高い分子設計疎水性ポリマーの合成置に分解性ユニットを導入し、設計通りにポリマーを換基や(4-t-BuC6H4)3C (= Ar3C)を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究用い、い分子設計、2つポリマーの精密合成、の精密合成および新しい分子設計NH…O水素結合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究

持つポリマーの精密合成、つポリマーの精密合成、  2-Ar3CCONH-6-n-BuCONHC6H3COO− (L1)、 1 つポリマーの精密合成、の精密合成および新しい分子設計水素結合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究持つポリマーの精密合成、つポリマーの精密合成、 2-

Ar3CCONHC6H4COO− (L2)、水素結合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究持つポリマーの精密合成、たな機能性ポリマーの合成い分子設計 2-{(n-C7H15)(n-C9H19)CH}CO-CO-



N(CH3)C6H4COO−) (L3)を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計成および新しい分子設計し、マグネシウム依存性ホスファ及できなかったび新しい分子設計比較として亜鉛の中性錯体の精密合成および新しい分子設計中性ポリマーの合成錯体の精密合成および新しい分子設計

[Mg(M(Ln)2(H2O)4] (M-Ln) (M = Mg, Zn; n = 1–3)を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計成および新しい分子設計した。今年度は、当研究結晶構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらにからM–O (Ln)

の精密合成および新しい分子設計結合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計長くなり、もう一方のはM-L1 > M-L2の精密合成および新しい分子設計順で、で、M–OH2は逆のの精密合成および新しい分子設計M-L1 < M-L2、配位水の精密合成および新しい分子設計酸性ポリマーの合成度は、当研究

は 1H NMRからM-L1 > M-L2と見いだしてきた。今年度は、当研究積もられた。加水分解反応はも拘わらず溶液構造を議論られた。今年度は、当研究加水分解反応はM-L2 > M-L3 >

M-L1の精密合成および新しい分子設計順で、であり様々な機能性ポリマーの合成、配位水が脱プロトン化したプロトを導入し、設計通りにポリマーをン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計化したOH−の精密合成および新しい分子設計塩基や性ポリマーの合成が重要な酵素であるにも拘わらず溶液構造を議論である交互共重合体の精密合成および新しい分子設計事が示

された。今年度は、当研究反応速度は、当研究の精密合成および新しい分子設計差ははMg錯体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計方が Zn錯体の精密合成および新しい分子設計より様々な機能性ポリマーの合成明らかに大きい分子設計事がわかっ

た。今年度は、当研究今回の結果は、水素結合の様式を切り替えるだけで酵素の反応性を高低と真の精密合成および新しい分子設計結果と考察」は、水素結合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計様式を切り替えるだけで酵素の反応性を高低と真を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究切り様々な機能性ポリマーの合成替えるだけで酵素の反応性を高低と真える交互共重合体の精密合成および新しい分子設計だけで酵素の精密合成および新しい分子設計反応性ポリマーの合成を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究高低と真

逆のにでき、その精密合成および新しい分子設計変化量が大きい分子設計Mg2+を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究酵素が利用い、してい分子設計る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計事を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究示してい分子設計る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計 2,3)。今年度は、当研究
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（３）抗体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究用い、い分子設計た特異的反応場およびセンシング素子の開発および新しい分子設計セン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計シン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計グ素子の精密合成および新しい分子設計開発

（高分子機能化学研究室で見いだしたビニルエーテル）山口浩靖

「目的」

　生体の精密合成および新しい分子設計系が副反応無くリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利の精密合成および新しい分子設計免疫システムを利用した機能性高分子システム依存性ホスファを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究利用い、した機能性ポリマーの合成高分子

の精密合成および新しい分子設計創製を目的に、本年度は人体がストレスを感じを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究目的に、本年度は、当研究は人体の精密合成および新しい分子設計がストを導入し、設計通りにポリマーをレスを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究感じじ

たときに存在し、リン酸エステルや量が多くなる物質を高感度で特異的くリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利な機能性ポリマーの合成る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計物質を見いだしてきた。今年度は、当研究を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究高感じ度は、当研究で特異的

に捕捉し、その存在を可視化・定量化するためのし、その精密合成および新しい分子設計存在し、リン酸エステルやを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究可視化・定量化する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ための精密合成および新しい分子設計

セン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計シン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計グ素子開発を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究行ったな機能性ポリマーの合成った。今年度は、当研究ストを導入し、設計通りにポリマーをレスの精密合成および新しい分子設計度は、当研究合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計

を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究測るための指標としてコルチゾール（図る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ための精密合成および新しい分子設計指標としてコルチゾール（図としてコルチゾーの合成ル（図 1）を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究選択した。今年度は、当研究コルチゾーの合成ル（副腎

皮質を見いだしてきた。今年度は、当研究ホルモン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計一種）は糖やタンパク質の代謝や免疫機構に関与する生命維持やタン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計パク質を見いだしてきた。今年度は、当研究の精密合成および新しい分子設計代謝や免疫機構に関与する生命維持や免疫システムを利用した機能性高分子機構に関する研究与える影響を系統する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計生命維持つポリマーの精密合成、

に不可欠なホルモンである。過度なストレスを受けると、な機能性ポリマーの合成ホルモン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計である交互共重合体の精密合成および新しい分子設計。今年度は、当研究過度は、当研究な機能性ポリマーの合成ストを導入し、設計通りにポリマーをレスを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究受けると、ける交互共重合体の精密合成および新しい分子設計と、コルチゾーの合成ルの精密合成および新しい分子設計量が、

血液の精密合成および新しい分子設計ほか唾液や尿中でも拘わらず溶液構造を議論増加し、その精密合成および新しい分子設計反応はとても拘わらず溶液構造を議論敏感じである交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ため、この精密合成および新しい分子設計コル

チゾーの合成ルを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究定量化できる交互共重合体の精密合成および新しい分子設計システム依存性ホスファを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究構築することにより、簡便なストレス計測する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことにより様々な機能性ポリマーの合成、簡便なストレス計測な機能性ポリマーの合成ストを導入し、設計通りにポリマーをレス計測るための指標としてコルチゾール（図

が可能にな機能性ポリマーの合成る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計と考えた。今年度は、当研究この精密合成および新しい分子設計コルチゾーの合成ルを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究特異的に結合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計素子としてモノ

クローの合成ナル抗体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究作製を目的に、本年度は人体がストレスを感じした。今年度は、当研究
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図 1. コルチゾーの合成ル



「結果と考察」と考察」

コルチゾーの合成ル誘導体の精密合成および新しい分子設計 1および新しい分子設計 2（図 2(a)、(b))中の精密合成および新しい分子設計各化合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計物）を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究それぞれキャリ

アタン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計パク質を見いだしてきた。今年度は、当研究に導入し、設計通りにポリマーをして抗原を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究調べた。製を目的に、本年度は人体がストレスを感じし、それぞれを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究マウスに免疫システムを利用した機能性高分子した。今年度は、当研究2週間間

隔でで 4ある交互共重合体の精密合成および新しい分子設計い分子設計は 5回の結果は、水素結合の様式を切り替えるだけで酵素の反応性を高低と真免疫システムを利用した機能性高分子した後に正確に分子量が半分に切断された。また、ブロックコポリの精密合成および新しい分子設計マウスの精密合成および新しい分子設計血中に、コルチゾーの合成ルに結合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計抗体の精密合成および新しい分子設計

がある交互共重合体の精密合成および新しい分子設計か否かを酵素標識抗体測定法により観測した。その結果、かを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究酵素標としてコルチゾール（図識抗体の精密合成および新しい分子設計測るための指標としてコルチゾール（図定法により様々な機能性ポリマーの合成観測るための指標としてコルチゾール（図した。今年度は、当研究その精密合成および新しい分子設計結果と考察」、1と 2の精密合成および新しい分子設計両者にに

おい分子設計て、マウス体の精密合成および新しい分子設計内で目的の精密合成および新しい分子設計抗体の精密合成および新しい分子設計が十分に産生されてい分子設計る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことがわかった（図

2）。今年度は、当研究それぞれの精密合成および新しい分子設計免疫システムを利用した機能性高分子マウスから脾臓細胞（抗体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究作る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計細胞）を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究摘出が可能になった。し、これを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究

骨髄腫細胞と融合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことで、半永久的に増殖する抗体産生細胞を得た。これらする交互共重合体の精密合成および新しい分子設計抗体の精密合成および新しい分子設計産生細胞を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究得られたポリマーは比較的狭い分子量分布た。今年度は、当研究これら

の精密合成および新しい分子設計細胞の精密合成および新しい分子設計中から、コルチゾーの合成ルに特異的に結合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計抗体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究作る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計細胞を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究選別し、そし、そ

れぞれの精密合成および新しい分子設計免疫システムを利用した機能性高分子系が副反応無くリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利からモノクローの合成ナル抗体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究複数種得られたポリマーは比較的狭い分子量分布る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことに成および新しい分子設計功した。した。今年度は、当研究

図 2. コルチゾーの合成ル誘導体の精密合成および新しい分子設計（1ある交互共重合体の精密合成および新しい分子設計い分子設計は 2）を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究免疫システムを利用した機能性高分子したマウスの精密合成および新しい分子設計血液を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究用い、い分子設計た酵素標としてコルチゾール（図識抗体の精密合成および新しい分子設計測るための指標としてコルチゾール（図定

の精密合成および新しい分子設計結果と考察」。今年度は、当研究横軸はマウス血液の希釈倍率で、縦軸はコルチゾールに結合する抗体の量あるいは結合はマウス血液の精密合成および新しい分子設計希釈倍率で、縦軸はコルチゾールに結合する抗体の量あるいは結合で、縦軸はマウス血液の希釈倍率で、縦軸はコルチゾールに結合する抗体の量あるいは結合はコルチゾーの合成ルに結合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計抗体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計量ある交互共重合体の精密合成および新しい分子設計い分子設計は結合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計

力に比例する数値である。各グラフ上方にあるに比例えば、ポリマーの中心部にする交互共重合体の精密合成および新しい分子設計数値である。各グラフ上方にあるである交互共重合体の精密合成および新しい分子設計。今年度は、当研究各グラフ上方にある交互共重合体の精密合成および新しい分子設計●が免疫システムを利用した機能性高分子マウス、○が非免疫マウスの血液。●はが非免疫システムを利用した機能性高分子マウスの精密合成および新しい分子設計血液。今年度は、当研究●は

コルチゾーの合成ル以外にも非特異的に吸着する抗体の量を示す比較サンプルデータ。にも拘わらず溶液構造を議論非特異的に吸着する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計抗体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計量を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究示す比較サン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計プルデーの合成タ。今年度は、当研究

（４）高分子化イオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計液体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計ダイナミクス

　　　　　　　　　　　　　　　　　（阪大院理）井上正志、浦川　理

血液希釈率 血液希釈率



「目的」

イオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計液体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究高分子化した高分子化イオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計液体の精密合成および新しい分子設計は、イオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計液体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計優れた物性れた物性ポリマーの合成

を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究残しつつ、熱可塑性樹脂としての利用が可能になる。これまでの研究から、高しつポリマーの精密合成、つポリマーの精密合成、、熱可塑性ポリマーの合成樹脂としての利用が可能になる。これまでの研究から、高としての精密合成および新しい分子設計利用い、が可能にな機能性ポリマーの合成る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計。今年度は、当研究これまでの精密合成および新しい分子設計研究から、高

分子化イオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計液体の精密合成および新しい分子設計は、ガラス転移領域で特異なダイナミクスを示すことが明らで特異な機能性ポリマーの合成ダイナミクスを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究示すことが明ら

かにな機能性ポリマーの合成った 。今年度は、当研究この精密合成および新しい分子設計ダイナミクスの精密合成および新しい分子設計分子論的起源を、流動複屈折、粘弾性測定、誘を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究、流動複屈折、粘弾性ポリマーの合成測るための指標としてコルチゾール（図定、誘

電緩和な酸性条件下で減圧除去可能な低分子にまで分解できた。法を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究用い、い分子設計て明らかにする交互共重合体の精密合成および新しい分子設計。今年度は、当研究

「結果と考察」と考察」

b)is(trifluoromethanesulphonyl)imideイオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計 (TFSI－)、nonafluorob)utanesulfonicイ

オン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計(NfO－)、1,1,2,2,3,3-Hexafluoropropane-1,3-disulfonimideイオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計（CPFSI－）を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究

対アニオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計とする交互共重合体の精密合成および新しい分子設計 Poly(1-b)utyl-3-vinylimidazolium)ベーの合成スの精密合成および新しい分子設計高分子化イオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計液体の精密合成および新しい分子設計

につポリマーの精密合成、い分子設計て、流動光学測るための指標としてコルチゾール（図定を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究行ったい分子設計、粘弾性ポリマーの合成スペクトを導入し、設計通りにポリマーをルを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究配向緩和な酸性条件下で減圧除去可能な低分子にまで分解できた。モーの合成ドの交互型制御重合、sub)-Rouse

モーの合成ドの交互型制御重合、ガラスモーの合成ドの交互型制御重合の精密合成および新しい分子設計３つポリマーの精密合成、の精密合成および新しい分子設計モーの合成ドの交互型制御重合に分離し、溶媒和したイオン対になし、粘弾性ポリマーの合成の精密合成および新しい分子設計精密解析を行った。ガを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究行ったった。今年度は、当研究ガ

ラス－ゴム依存性ホスファ転移領域で特異なダイナミクスを示すことが明らに見いだしてきた。今年度は、当研究られる交互共重合体の精密合成および新しい分子設計緩和な酸性条件下で減圧除去可能な低分子にまで分解できた。時間分布の精密合成および新しい分子設計広く生物中に存在し、リン酸エステルやい分子設計緩和な酸性条件下で減圧除去可能な低分子にまで分解できた。モーの合成ドの交互型制御重合は、sub)-Rouseモ

ーの合成ドの交互型制御重合に帰属できた。このできた。今年度は、当研究この精密合成および新しい分子設計 sub)-Rouseモーの合成ドの交互型制御重合に対して、対アニオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらにが与える影響を系統える交互共重合体の精密合成および新しい分子設計

影響を系統につポリマーの精密合成、い分子設計てアニオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらにから詳細に検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究行ったった。今年度は、当研究sub)-Rouseモーの合成ドの交互型制御重合の精密合成および新しい分子設計応力に比例する数値である。各グラフ上方にある

光学係数が対アニオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計種に依存したことから、この精密合成および新しい分子設計運動モーの合成ドの交互型制御重合は対アニオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究

伴った高分子主鎖の運動であると考えられた。また、った高分子主鎖の選の精密合成および新しい分子設計運動である交互共重合体の精密合成および新しい分子設計と考えられた。今年度は、当研究また、PC4VINfOに関する研究する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究か

ら、sub)-Rouseモーの合成ドの交互型制御重合の精密合成および新しい分子設計発現には、対アニオンの解離のしやすさが重要であるこには、対アニオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計解離し、溶媒和したイオン対になの精密合成および新しい分子設計しやすさが重要な酵素であるにも拘わらず溶液構造を議論である交互共重合体の精密合成および新しい分子設計こ

とがわかった。今年度は、当研究さらに、PC4VICPFSIの精密合成および新しい分子設計検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究から、対アニオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計形状は，イオン伝イオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計伝

導度は、当研究へ影響するが、影響を系統する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計が、sub)-Rouseモーの合成ドの交互型制御重合へ影響するが、の精密合成および新しい分子設計影響を系統は小さいことがわかった。さらに、さい分子設計ことがわかった。今年度は、当研究さらに、

高分子化イオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計液体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計ダイナミクスに対する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計電荷の効果をより詳細に調べるたの精密合成および新しい分子設計効果と考察」を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究より様々な機能性ポリマーの合成詳細に調べた。べる交互共重合体の精密合成および新しい分子設計た

め、イオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計液体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究溶媒とする交互共重合体の精密合成および新しい分子設計高分子化イオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計液体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計溶液の精密合成および新しい分子設計粘弾性ポリマーの合成つポリマーの精密合成、い分子設計ても拘わらず溶液構造を議論調べた。べ

た。今年度は、当研究その精密合成および新しい分子設計結果と考察」、イオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計液体の精密合成および新しい分子設計中で高分子化イオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計液体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計配向緩和な酸性条件下で減圧除去可能な低分子にまで分解できた。モーの合成ドの交互型制御重合が加速され

てい分子設計る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計可能性ポリマーの合成が示唆された。された。今年度は、当研究
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（５）　特異的な機能性ポリマーの合成分子間相互作用い、による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計「も拘わらず溶液構造を議論の精密合成および新しい分子設計」の精密合成および新しい分子設計選択的接着

（超分子科学研究室で見いだしたビニルエーテル）原田明、高島義徳

１．βシクロデキストを導入し、設計通りにポリマーをリン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計(βCD)βCD))ゲルとフェロセン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ゲルによる交互共重合体の精密合成および新しい分子設計酸化還元による接着制御による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計接着制御

フェロセン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究含むゲルはむゲルはゲルは βCDCDゲルと選択的に接着する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計が、フェロセン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究酸化する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことによ

り様々な機能性ポリマーの合成、βCDCDとの精密合成および新しい分子設計接着が抑えられる。ところが、フェロセンが酸化されたカチオンはアニオン性えられる交互共重合体の精密合成および新しい分子設計。今年度は、当研究ところが、フェロセン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計が酸化されたカチオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計はアニオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計性ポリマーの合成

の精密合成および新しい分子設計ポリマーの合成である交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ポリスチレン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計スルフォン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計酸を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究含むゲルはむゲルはゲルと接着する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究見いだしてきた。今年度は、当研究い分子設計だした 1。今年度は、当研究

フェロセン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計酸化還元による接着制御反応により様々な機能性ポリマーの合成、βCDCDゲルとの精密合成および新しい分子設計接着を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究制御する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことができた。今年度は、当研究

２．ボロン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計酸とカテコーの合成ルとの精密合成および新しい分子設計相互作用い、を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究利用い、した pH や糖やタンパク質の代謝や免疫機構に関与する生命維持に応答する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ゲルシステム依存性ホスファの精密合成および新しい分子設計開

発

ボロン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計酸を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究含むゲルはむゲルはゲルとカテコーの合成ルを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究含むゲルはむゲルはゲルとは塩基や性ポリマーの合成条件下で減圧除去可能な低分子にまで分解できた。で結合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計し、集合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計

体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究形成および新しい分子設計する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計が、酸性ポリマーの合成側では解離し、溶媒和したイオン対になする交互共重合体の精密合成および新しい分子設計。今年度は、当研究また、ボロン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計酸を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究含むゲルはむゲルはゲルとカテコーの合成ル

を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究含むゲルはむゲルはゲルとの精密合成および新しい分子設計接着は単糖やタンパク質の代謝や免疫機構に関与する生命維持類により様々な機能性ポリマーの合成選択的に阻害されることが分かったされる交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことが分かった 2。今年度は、当研究すな機能性ポリマーの合成

わち、糖やタンパク質の代謝や免疫機構に関与する生命維持を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究認識して応答する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計システム依存性ホスファを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究構築することにより、簡便なストレス計測する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことができた。今年度は、当研究

３．金属できた。このイオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計に応答する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ゲルの精密合成および新しい分子設計接着

 βCDCD とビピリジルの精密合成および新しい分子設計両方を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究含むゲルはむゲルはホストを導入し、設計通りにポリマーをゲルは t-ブチル基やを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究含むゲルはむゲルはゲストを導入し、設計通りにポリマーをゲルとは接着しな機能性ポリマーの合成い分子設計

が、ホストを導入し、設計通りにポリマーをゲルを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究銅イオンを含む溶液に浸漬させることにより、ゲストゲルと接着するようイオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究含むゲルはむゲルは溶液に浸漬させることにより、ゲストゲルと接着するようさせ持つポリマーの精密合成、る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことにより様々な機能性ポリマーの合成、ゲストを導入し、設計通りにポリマーをゲルと接着する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計よう

にな機能性ポリマーの合成った。今年度は、当研究これはホストを導入し、設計通りにポリマーをゲルの精密合成および新しい分子設計中の精密合成および新しい分子設計ビピリジルが銅イオンを含む溶液に浸漬させることにより、ゲストゲルと接着するようイオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究配位する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことにより様々な機能性ポリマーの合成、βCDCD 環かか

ら外にも非特異的に吸着する抗体の量を示す比較サンプルデータ。に出が可能になった。る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ため、t-ブチル基やを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究とり様々な機能性ポリマーの合成こむゲルはことができたためである交互共重合体の精密合成および新しい分子設計 3。今年度は、当研究 



４．も拘わらず溶液構造を議論の精密合成および新しい分子設計とも拘わらず溶液構造を議論の精密合成および新しい分子設計との精密合成および新しい分子設計反応による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計接着

ボロン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計酸を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究有する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ゲルとヨーの合成ドの交互型制御重合ベン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ゼの加水分解反応性制御に関する研究ン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究有する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ゲルとを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究鈴木 -宮浦カップリン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計グ反応で結

合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計し、接着する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことができた 4。今年度は、当研究
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（６）輸送ATPase複合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらにと作動機構

（阪大院理）今田勝巳、金子文俊、川口辰也

目的

　Ⅲ型輸送装置はべん毛形成や細菌感染において、細菌細胞内で合成された蛋白質を細型輸送装置に分解性ユニットを導入し、設計通りにポリマーをはべん毛形成や細菌感染において、細菌細胞内で合成された蛋白質を細毛形成および新しい分子設計や細菌感じ染において、細菌細胞内で合成された蛋白質を細におい分子設計て、細菌細胞内で合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計成および新しい分子設計された蛋白質を見いだしてきた。今年度は、当研究を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究細

胞外にも非特異的に吸着する抗体の量を示す比較サンプルデータ。へ影響するが、分泌する際に働く分子機械である。我々はこれまでに細胞質コンポーネントであする交互共重合体の精密合成および新しい分子設計際に働く分子機械である。我々はこれまでに細胞質コンポーネントであに働く分子機械である。我々はこれまでに細胞質コンポーネントであくリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利分子機械である。我々はこれまでに細胞質コンポーネントであである交互共重合体の精密合成および新しい分子設計。今年度は、当研究我々はこれまで、リビングカチオン重合により様々な機能性ポリマーの合成はこれまでに細胞質を見いだしてきた。今年度は、当研究コン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ポーの合成ネン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計トを導入し、設計通りにポリマーをであ

る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計 FliI ATPaseと FliJが回の結果は、水素結合の様式を切り替えるだけで酵素の反応性を高低と真転モーの合成ターの合成分子である交互共重合体の精密合成および新しい分子設計 F/V型 ATPaseと同様の精密合成および新しい分子設計構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらにを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究持つポリマーの精密合成、つポリマーの精密合成、こ

とを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究示した。今年度は、当研究そこで、FliH-FliI複合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらにと FliIリン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計グ複合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計ATPase加水分解によ

る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらに変化を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究明らかにし、輸送装置に分解性ユニットを導入し、設計通りにポリマーをの精密合成および新しい分子設計作動機構、F/V型ATPaseの精密合成および新しい分子設計作動機構の精密合成および新しい分子設計相違点に迫に迫

る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究目的とした。今年度は、当研究

結果と考察」と考察

　FliH-FliI複合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計X 線結晶構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらにを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究 3.0 Å分解能で決定した。今年度は、当研究FliHは 2量体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究形成および新しい分子設計して

FliIと結合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計してい分子設計たが、2つポリマーの精密合成、の精密合成および新しい分子設計 FliH分子の精密合成および新しい分子設計構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらには互い分子設計に著しく異なっていた。また２量しくリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利異な機能性ポリマーの合成ってい分子設計た。今年度は、当研究また２量

体の精密合成および新しい分子設計構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらには、V型ATPaseの精密合成および新しい分子設計Gサブユニットを導入し、設計通りにポリマーをと Eサブユニットを導入し、設計通りにポリマーをで形成および新しい分子設計される交互共重合体の精密合成および新しい分子設計 peripheral stalk



の精密合成および新しい分子設計構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらにと酷似していたしてい分子設計た。今年度は、当研究この精密合成および新しい分子設計結果と考察」から、Ⅲ型輸送装置はべん毛形成や細菌感染において、細菌細胞内で合成された蛋白質を細型輸送装置に分解性ユニットを導入し、設計通りにポリマーをの精密合成および新しい分子設計細胞質を見いだしてきた。今年度は、当研究コン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ポーの合成ネン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計トを導入し、設計通りにポリマーをは全てて

F/V型 ATPaseと類似していたした構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらにを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究持つポリマーの精密合成、つポリマーの精密合成、ことが明らかにな機能性ポリマーの合成り様々な機能性ポリマーの合成、F/V型と同様の精密合成および新しい分子設計回の結果は、水素結合の様式を切り替えるだけで酵素の反応性を高低と真転触媒機

構を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究持つポリマーの精密合成、つポリマーの精密合成、ことが示唆された。された。今年度は、当研究そこで、FliIリン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計グ複合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計ATPase加水分解による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらに変

化を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究調べた。べる交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ため、高速 AFMによる交互共重合体の精密合成および新しい分子設計観察を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究行ったった。今年度は、当研究その精密合成および新しい分子設計結果と考察」、6量体の精密合成および新しい分子設計リン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計グを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究形成および新しい分子設計する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計

FliI複合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計体の精密合成および新しい分子設計は、添加したヌクレオチドの交互型制御重合により様々な機能性ポリマーの合成、3回の結果は、水素結合の様式を切り替えるだけで酵素の反応性を高低と真回の結果は、水素結合の様式を切り替えるだけで酵素の反応性を高低と真転対称になることがわかった。このにな機能性ポリマーの合成る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことがわかった。今年度は、当研究この精密合成および新しい分子設計

ことは、2種類の精密合成および新しい分子設計サブユニットを導入し、設計通りにポリマーをから成および新しい分子設計る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ヘテロ 6量体の精密合成および新しい分子設計構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらにを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究持つポリマーの精密合成、ち、3回の結果は、水素結合の様式を切り替えるだけで酵素の反応性を高低と真回の結果は、水素結合の様式を切り替えるだけで酵素の反応性を高低と真転対称になることがわかった。このの精密合成および新しい分子設計 F/V型

ATPaseと同様であり様々な機能性ポリマーの合成、FliI複合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計 6つポリマーの精密合成、の精密合成および新しい分子設計サブユニットを導入し、設計通りにポリマーをが機能的に分化してい分子設計る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究

示してい分子設計る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計。今年度は、当研究これらの精密合成および新しい分子設計成および新しい分子設計果と考察」につポリマーの精密合成、い分子設計て、論文作成および新しい分子設計中である交互共重合体の精密合成および新しい分子設計。今年度は、当研究尚、2013年度は、当研究の精密合成および新しい分子設計課題であったであったビ

ブリオ菌の精密合成および新しい分子設計固定子構成および新しい分子設計蛋白質を見いだしてきた。今年度は、当研究の精密合成および新しい分子設計構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらに解析を行った。ガとモーの合成ターの合成へ影響するが、の精密合成および新しい分子設計組込みに伴う構造変化についみに伴った高分子主鎖の運動であると考えられた。また、う構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらに変化につポリマーの精密合成、い分子設計

て、2014年度は、当研究に論文を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究発表した。した。今年度は、当研究

1.  Conformational  change  in  the  periplamic  region  of  the  flagellar  stator  coupled  with  the

assemb)ly around the rotor.

Zhu S, Takao M, Li N, Sakuma M, Nishino Y, Homma M, Kojima S, Imada K.

Proc Natl Acad Sci U S A. 2014, Sep 16;111(37): 13523-13528.

2. The b)acterial flagellar motor and its structural diversity.

Minamino T, Imada K.

Trends Microb)iol. 2015 Jan 20. pii: S0966-842X(14)00268-6. doi: 10.1016/j.tim.2014.12.011.

（７）親水化ポリ（ジメチルシロキサン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計）の精密合成および新しい分子設計溶液物性ポリマーの合成

（阪大院理）佐藤尚弘、橋爪章仁、寺尾　憲

「目的」

　当研究室で見いだしたビニルエーテルでは、親水性ポリマーの合成高分子にドの交互型制御重合デシル基やな機能性ポリマーの合成どの精密合成および新しい分子設計長くなり、もう一方の鎖の選アルキル基やを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究導入し、設計通りにポリマーをして

疎水化させ持つポリマーの精密合成、た両親媒性ポリマーの合成高分子が水溶液中で形成および新しい分子設計する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計高分子ミセルの精密合成および新しい分子設計構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらににつポリマーの精密合成、い分子設計

て調べた。べてきた。今年度は、当研究今年度は、当研究は、逆のに疎水性ポリマーの合成高分子に少ない。これは、マグネシウム－カルボキシラート結合の不量の精密合成および新しい分子設計イオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計性ポリマーの合成置に分解性ユニットを導入し、設計通りにポリマーを換基やを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究導入し、設計通りにポリマーをした

ラン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ダム依存性ホスファ共重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計体の精密合成および新しい分子設計が極めて少ない。これは、マグネシウム－カルボキシラート結合の不性ポリマーの合成溶媒中で形成および新しい分子設計する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計高分子集合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計体の精密合成および新しい分子設計につポリマーの精密合成、い分子設計て調べた。べた。今年度は、当研究この精密合成および新しい分子設計



ような機能性ポリマーの合成ラン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ダム依存性ホスファ共重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計体の精密合成および新しい分子設計はアイオノマーの合成と呼ばれ、古くから研究が行われてきばれ、古くから研究が行われてきくリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利から研究が行ったわれてき

たが、その精密合成および新しい分子設計強い両親媒性のために溶液中で形成される高分子集合体については、い分子設計両親媒性ポリマーの合成の精密合成および新しい分子設計ために溶液中で形成および新しい分子設計される交互共重合体の精密合成および新しい分子設計高分子集合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計体の精密合成および新しい分子設計につポリマーの精密合成、い分子設計ては、

い分子設計まだ十分な機能性ポリマーの合成理解が得られたポリマーは比較的狭い分子量分布られてい分子設計な機能性ポリマーの合成かった。今年度は、当研究近年燃料電池膜として注目されていとして注目されてい分子設計

る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計フッ素ポリマーの合成に電解質を見いだしてきた。今年度は、当研究基やを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究導入し、設計通りにポリマーをしたナフィオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計や、表した。面改質を見いだしてきた。今年度は、当研究剤として利用として利用い、

されてい分子設計る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計親水化ポリ（ジメチルシロキサン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計）は、この精密合成および新しい分子設計アイオノマーの合成の精密合成および新しい分子設計一種で、

溶液から加工する過程で、その溶液中での高分子の集合状態を理解しておくこする交互共重合体の精密合成および新しい分子設計過程で、その溶液中での高分子の集合状態を理解しておくこで、その精密合成および新しい分子設計溶液中での精密合成および新しい分子設計高分子の精密合成および新しい分子設計集合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計状態にを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究理解しておくリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利こ

とは重要な酵素であるにも拘わらず溶液構造を議論である交互共重合体の精密合成および新しい分子設計。今年度は、当研究本研究では、4 級アンモニウム基を導入した親水化ポリ（ジメアン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計モニウム依存性ホスファ基やを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究導入し、設計通りにポリマーをした親水化ポリ（ジメ

チルシロキサン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計）の精密合成および新しい分子設計水－メタノーの合成ル混合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計物中での精密合成および新しい分子設計集合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計状態にを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究、光散乱および小および新しい分子設計小さいことがわかった。さらに、

角 X 線散乱および小により様々な機能性ポリマーの合成調べた。べ、高分子集合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらにやその精密合成および新しい分子設計形成および新しい分子設計機構につポリマーの精密合成、い分子設計て考察した。今年度は、当研究

「結果と考察」と考察」

　重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計度は、当研究が 1050の精密合成および新しい分子設計ポリ（ジメチルシロキサン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計）に 4 級アンモニウム基を導入した親水化ポリ（ジメアン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計モニウム依存性ホスファ基やを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究 16mol%導入し、設計通りにポリマーをしたアイ

オノマーの合成を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計成および新しい分子設計し、0.1 M 酢酸ナトを導入し、設計通りにポリマーをリウム依存性ホスファを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究含むゲルはむゲルは水－メタノーの合成ル混合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計物と混ぜて 1％未満の濃度未満の濃度の精密合成および新しい分子設計濃度は、当研究

の精密合成および新しい分子設計溶液を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究調べた。製を目的に、本年度は人体がストレスを感じし、光散乱および小及できなかったび新しい分子設計小さいことがわかった。さらに、角 X 線散乱および小測るための指標としてコルチゾール（図定を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究行ったった。今年度は、当研究

溶液はほぼ透明であったが、水－メタノール混合物中の透明であったが、水－メタノーの合成ル混合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計物中の精密合成および新しい分子設計

水の精密合成および新しい分子設計重量分率で、縦軸はコルチゾールに結合する抗体の量あるいは結合が 0.5以上では、相分離し、溶媒和したイオン対になしてい分子設計た。今年度は、当研究この精密合成および新しい分子設計３成および新しい分子設計

分系が副反応無くリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利の精密合成および新しい分子設計相図は、右図に示すように、高分子＋溶媒（メタノ

ーの合成ル）＋非溶媒（水）の精密合成および新しい分子設計系が副反応無くリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利に期やそれに関連し待される相図であった。される交互共重合体の精密合成および新しい分子設計相図であった。今年度は、当研究

２相領域で特異なダイナミクスを示すことが明らにある交互共重合体の精密合成および新しい分子設計溶液中で、濃厚相は回の結果は、水素結合の様式を切り替えるだけで酵素の反応性を高低と真転半径がが 100～300

nm 程で、その溶液中での高分子の集合状態を理解しておくこ度は、当研究の精密合成および新しい分子設計コロイドの交互型制御重合粒子として存在し、リン酸エステルやする交互共重合体の精密合成および新しい分子設計が、時間が経つとつポリマーの精密合成、と

ゆっくリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利り様々な機能性ポリマーの合成と凝集が起こり様々な機能性ポリマーの合成、溶液調べた。製を目的に、本年度は人体がストレスを感じ後に正確に分子量が半分に切断された。また、ブロックコポリ数日が経過すると溶液は濁ってきた。２相領域にある高分が経つと過する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計と溶液は濁ってきた。２相領域にある高分ってきた。今年度は、当研究２相領域で特異なダイナミクスを示すことが明らにある交互共重合体の精密合成および新しい分子設計高分

子溶液系が副反応無くリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利が、溶液調べた。製を目的に、本年度は人体がストレスを感じ直後に正確に分子量が半分に切断された。また、ブロックコポリにはコロイドの交互型制御重合分散状態ににある交互共重合体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計は、この精密合成および新しい分子設計親水化ポリ（ジメチルシロキ

サン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計）の精密合成および新しい分子設計乾燥試料が、水－メタノーの合成ル混合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計物と混ぜる交互共重合体の精密合成および新しい分子設計前に、電解質を見いだしてきた。今年度は、当研究基やが凝集したマルチプレットを導入し、設計通りにポリマーを

構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらにを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究とり様々な機能性ポリマーの合成、溶解時にはその精密合成および新しい分子設計マルチプレットを導入し、設計通りにポリマーをが膨潤してコロイドが形成されたと考えられる。してコロイドの交互型制御重合が形成および新しい分子設計されたと考えられる交互共重合体の精密合成および新しい分子設計。今年度は、当研究

（８）アニオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計における交互共重合体の精密合成および新しい分子設計停止反応の精密合成および新しい分子設計制御に関する研究する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計研究

　　　　　（基や礎工する過程で、その溶液中での高分子の集合状態を理解しておくこ学研究科）北山辰樹・西浦崇文・北浦健大・高坂泰弘



【目的】アクリル系モノマーの立体特異性リビングアニオン重合におけるアクリル系が副反応無くリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利モノマーの合成の精密合成および新しい分子設計立体の精密合成および新しい分子設計特異性ポリマーの合成リビン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計グアニオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計における交互共重合体の精密合成および新しい分子設計効率で、縦軸はコルチゾールに結合する抗体の量あるいは結合的

な機能性ポリマーの合成停止反応の精密合成および新しい分子設計開発による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計末端反応性ポリマーの合成立体の精密合成および新しい分子設計規則性ポリマーの合成ポリマーの合成の精密合成および新しい分子設計合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究目指す．また

停止剤として利用存在し、リン酸エステルや下で減圧除去可能な低分子にまで分解できた。の精密合成および新しい分子設計リビン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計グ重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計にも拘わらず溶液構造を議論挑戦する．する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計．

【成および新しい分子設計果と考察」】アクリル系モノマーの立体特異性リビングアニオン重合における種々はこれまで、リビングカチオン重合により様々な機能性ポリマーの合成の精密合成および新しい分子設計α-置に分解性ユニットを導入し、設計通りにポリマーを換アクリル酸エステル類の精密合成および新しい分子設計重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計研究を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究進める交互共重合体の精密合成および新しい分子設計中で，イオン伝α-ハロ

メチルアクリル酸エステルがメタクリル酸メチル（MMA）の精密合成および新しい分子設計立体の精密合成および新しい分子設計特異性ポリマーの合成リビン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計

グ重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計で得られたポリマーは比較的狭い分子量分布られる交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ポリマーの合成アニオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計との精密合成および新しい分子設計反応で，イオン伝末端に C=C二重結合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究有する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計

立体の精密合成および新しい分子設計規則性ポリマーの合成 PMMAを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究与える影響を系統える交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究見いだしてきた。今年度は、当研究出が可能になった。した．この精密合成および新しい分子設計停止反応は，イオン伝ポリマーの合成アニオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計

の精密合成および新しい分子設計α-ハロメチルアクリル酸エステルの精密合成および新しい分子設計 C=C結合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計へ影響するが、の精密合成および新しい分子設計付加の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計ち，イオン伝ハロゲン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計

脱プロトン化した離し、溶媒和したイオン対になを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究伴った高分子主鎖の運動であると考えられた。また、う SN２’型の付加脱離反応であり，種々の添加材によって安定化され型の精密合成および新しい分子設計付加脱プロトン化した離し、溶媒和したイオン対にな反応であり様々な機能性ポリマーの合成，イオン伝種々はこれまで、リビングカチオン重合により様々な機能性ポリマーの合成の精密合成および新しい分子設計添加材によって安定化され

た立体の精密合成および新しい分子設計規則性ポリマーの合成ポリ MMAアニオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計に対しても拘わらず溶液構造を議論高効率で、縦軸はコルチゾールに結合する抗体の量あるいは結合で進行ったする交互共重合体の精密合成および新しい分子設計．この精密合成および新しい分子設計二重結合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計は

エステル基やによる交互共重合体の精密合成および新しい分子設計活性ポリマーの合成化を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究受けると、けており様々な機能性ポリマーの合成，イオン伝塩基や存在し、リン酸エステルや下で減圧除去可能な低分子にまで分解できた。でチオーの合成ル類との精密合成および新しい分子設計 Michael

付加型クリック反応が可能で，イオン伝ラジカル種を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究必要な酵素であるにも拘わらず溶液構造を議論としな機能性ポリマーの合成い分子設計温和な酸性条件下で減圧除去可能な低分子にまで分解できた。な機能性ポリマーの合成条件での精密合成および新しい分子設計ポリ

マーの合成末端修飾反応に有効であった．この精密合成および新しい分子設計特性ポリマーの合成を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究生かし，イオン伝メタクリル酸ビニルの精密合成および新しい分子設計

アニオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計停止反応で得られたポリマーは比較的狭い分子量分布られた末端反応性ポリマーの合成ポリマーの合成の精密合成および新しい分子設計末端特異的クリック

反応および新しい分子設計ビニルエステル基やの精密合成および新しい分子設計加水分解によって，イオン伝末端官能性ポリマーの合成，イオン伝立体の精密合成および新しい分子設計規則性ポリマーの合成ポ

リメタクリル酸の精密合成および新しい分子設計合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計成および新しい分子設計も拘わらず溶液構造を議論可能であった．

（９）相分離し、溶媒和したイオン対になを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究利用い、した機能性ポリマーの合成モノリスの精密合成および新しい分子設計開発

（阪大院工する過程で、その溶液中での高分子の集合状態を理解しておくこ）宇山　浩、辻本　敬、長くなり、もう一方の谷川　麗

「目的」

　我々はこれまで、リビングカチオン重合により様々な機能性ポリマーの合成はこれまでに相分離し、溶媒和したイオン対になを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究利用い、して、アクリル樹脂としての利用が可能になる。これまでの研究から、高やポリアクリロニトを導入し、設計通りにポリマーをリル

な機能性ポリマーの合成どの精密合成および新しい分子設計高分子溶液から骨格と空隙（貫通孔）がネットワーク状に連なった多孔と空隙（貫通りにポリマーを孔）がネットを導入し、設計通りにポリマーをワーの合成ク状に連しな機能性ポリマーの合成った多くなる物質を高感度で特異的孔

体の精密合成および新しい分子設計（モノリス）を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究簡便なストレス計測に作製を目的に、本年度は人体がストレスを感じする交互共重合体の精密合成および新しい分子設計技術を開発してきた。この方法で作製した多を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究開発してきた。今年度は、当研究この精密合成および新しい分子設計方法で作製を目的に、本年度は人体がストレスを感じした多くなる物質を高感度で特異的

孔体の精密合成および新しい分子設計は空隙率で、縦軸はコルチゾールに結合する抗体の量あるいは結合が高くリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利、高効率で、縦軸はコルチゾールに結合する抗体の量あるいは結合な機能性ポリマーの合成吸着や反応が可能な機能性ポリマーの合成機能材料として期やそれに関連し待される相図であった。される交互共重合体の精密合成および新しい分子設計。今年度は、当研究

本研究ではエチレン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計－ビニルアルコーの合成ル共重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計体の精密合成および新しい分子設計（EVOH）やセルローの合成ス誘導

体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究親水性ポリマーの合成担体の精密合成および新しい分子設計原料に主に用い、い分子設計てモノリスを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究作製を目的に、本年度は人体がストレスを感じし、酵素、抗体の精密合成および新しい分子設計等のタンパク質の精密合成および新しい分子設計タン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計パク質を見いだしてきた。今年度は、当研究



を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究固定化し、バイオ用い、途に展開する。に展開する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計。今年度は、当研究

「結果と考察」と考察」

　グルタチオン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計（GSH）を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究 EVOHモノリスに固定化し、GST融合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計タン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計パク質を見いだしてきた。今年度は、当研究

(GFP)の精密合成および新しい分子設計分離し、溶媒和したイオン対になアフィニティーの合成カラム依存性ホスファとしての精密合成および新しい分子設計性ポリマーの合成能を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究した。今年度は、当研究EVOHモノリス

を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究DSCの精密合成および新しい分子設計アセトを導入し、設計通りにポリマーをニトを導入し、設計通りにポリマーをリル溶液中で加熱し、活性ポリマーの合成化 EVOHモノリスを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究得られたポリマーは比較的狭い分子量分布た。今年度は、当研究続いい分子設計

てスペーの合成サーの合成としてジアミン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計(1,2-ビス(2-アミノエトを導入し、設計通りにポリマーをキシ)エタン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計)との精密合成および新しい分子設計反応を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究メ

タノーの合成ル溶媒中で行ったった。今年度は、当研究再びび新しい分子設計DSCと反応させ持つポリマーの精密合成、る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことで、スペーの合成サーの合成を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究含むゲルはむゲルは活

性ポリマーの合成化 EVOHモノリスを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究得られたポリマーは比較的狭い分子量分布た。今年度は、当研究GSHを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究活性ポリマーの合成化モノリスと反応させ持つポリマーの精密合成、る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことでモノリ

ス表した。面へ影響するが、の精密合成および新しい分子設計固定化を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究行ったった。今年度は、当研究GSH 固定化量を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究ブラッドの交互型制御重合フォーの合成ドの交互型制御重合法を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究用い、い分子設計て求めめ

たところ、GSHを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究直接固定化したほうが GSHの精密合成および新しい分子設計固定量が大きい分子設計とい分子設計うことが

わかった。今年度は、当研究GSH 固定モノリスカラム依存性ホスファを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究フローの合成系が副反応無くリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利で GFPの精密合成および新しい分子設計吸着及できなかったび新しい分子設計脱プロトン化した着を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究行ったっ

た。今年度は、当研究蛍光色素を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究含むゲルはむゲルはGFP溶液を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究モノリスカラム依存性ホスファに通りにポリマーを液し吸着させ持つポリマーの精密合成、、洗浄後に正確に分子量が半分に切断された。また、ブロックコポリに溶

出が可能になった。バッファーの合成を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究用い、い分子設計てタン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計パク質を見いだしてきた。今年度は、当研究を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究溶出が可能になった。させ持つポリマーの精密合成、た。今年度は、当研究溶液の精密合成および新しい分子設計蛍光強い両親媒性のために溶液中で形成される高分子集合体については、度は、当研究からタン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計パク

質を見いだしてきた。今年度は、当研究の精密合成および新しい分子設計吸着量・溶出が可能になった。量を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究算から明らかにしたが、錯体の溶解度が低く、溶液状態に出が可能になった。した。今年度は、当研究GSHの精密合成および新しい分子設計固定量の精密合成および新しい分子設計小さいことがわかった。さらに、さい分子設計スペーの合成サーの合成を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究含むゲルはむゲルはモノ

リスの精密合成および新しい分子設計方がタン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計パク質を見いだしてきた。今年度は、当研究の精密合成および新しい分子設計固定量・溶出が可能になった。量がとも拘わらず溶液構造を議論に多くなる物質を高感度で特異的い分子設計ことがわかった。今年度は、当研究スペーの合成

サーの合成により様々な機能性ポリマーの合成固定した GSHの精密合成および新しい分子設計可動域で特異なダイナミクスを示すことが明らが広く生物中に存在し、リン酸エステルやくリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利な機能性ポリマーの合成り様々な機能性ポリマーの合成、より様々な機能性ポリマーの合成広く生物中に存在し、リン酸エステルや範囲でタンパク質と相でタン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計パク質を見いだしてきた。今年度は、当研究と相

互作用い、したためと考えられる交互共重合体の精密合成および新しい分子設計。今年度は、当研究次に低分子薬剤を固定化したセルロースモノリに低分子薬剤として利用を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究固定化したセルローの合成スモノリ

スを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究アフィニティーの合成カラム依存性ホスファとして評価した。エピクロロヒドリンと反応させるした。今年度は、当研究エピクロロヒドの交互型制御重合リン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計と反応させ持つポリマーの精密合成、る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計

ことにより様々な機能性ポリマーの合成セルローの合成スにエポキシ基やを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究導入し、設計通りにポリマーをした。今年度は、当研究鎖の選長くなり、もう一方のの精密合成および新しい分子設計異な機能性ポリマーの合成る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ジアミン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究反応

させ持つポリマーの精密合成、る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことでアミノ基やを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究導入し、設計通りにポリマーをし、続いい分子設計てベン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ゼの加水分解反応性制御に関する研究ン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計スルフォン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計アミドの交互型制御重合（モデル薬

剤として利用）を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究固定化した。今年度は、当研究ラットを導入し、設計通りにポリマーを脳ライゼートを用いて結合テストを行ったところ、ライゼの加水分解反応性制御に関する研究ーの合成トを導入し、設計通りにポリマーをを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究用い、い分子設計て結合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計テストを導入し、設計通りにポリマーをを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究行ったったところ、

ターの合成ゲットを導入し、設計通りにポリマーをタン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計パク質を見いだしてきた。今年度は、当研究を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究よくリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利吸着し、一方で非特異吸着の精密合成および新しい分子設計評価した。エピクロロヒドリンと反応させるとな機能性ポリマーの合成る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計 tub)ulin 等のタンパク質

の精密合成および新しい分子設計吸着は少ない。これは、マグネシウム－カルボキシラート結合の不な機能性ポリマーの合成かった。今年度は、当研究市販品と比して非特異吸着は大幅に抑制されており、低と比して非特異吸着は大幅に抑制されており、低に抑えられる。ところが、フェロセンが酸化されたカチオンはアニオン性制されており様々な機能性ポリマーの合成、低

分子薬剤として利用用い、の精密合成および新しい分子設計アフィニティーの合成カラム依存性ホスファとして優れた物性れた結果と考察」を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究示した。今年度は、当研究

（１０）巨大な機能性ポリマーの合成生体の精密合成および新しい分子設計超分子複合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計原子構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらに決定に関する研究する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計研究

（阪大蛋白研）中川敦史、鈴木守、山下で減圧除去可能な低分子にまで分解できた。栄樹



［目的］

　分子量 10 億のクロレラウイルス、イネ萎縮ウイルス（の精密合成および新しい分子設計クロレラウイルス、イネ萎縮ウイルス（ウイルス（RDV）を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究中心とした二

重殻球状レオウイルスおよび新しい分子設計その精密合成および新しい分子設計関する研究連し蛋白質を見いだしてきた。今年度は、当研究、薬剤として利用排出が可能になった。タン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計パク質を見いだしてきた。今年度は、当研究複合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計体の精密合成および新しい分子設計な機能性ポリマーの合成ど

を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究対象に、生体超分子複合体の構造解析をＸ線結晶構造解析法やＸ線自由電子に、生体の精密合成および新しい分子設計超分子複合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらに解析を行った。ガを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究Ｘ線結晶構造解析法やＸ線自由電子線結晶構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらに解析を行った。ガ法やＸ線結晶構造解析法やＸ線自由電子線自由電子

レーの合成ザーの合成を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究用い、い分子設計た単粒子解析を行った。ガ法を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究用い、い分子設計て行ったう。今年度は、当研究また、その精密合成および新しい分子設計目的を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究達成および新しい分子設計する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ために

SPring-8の精密合成および新しい分子設計蛋白研ビーの合成ム依存性ホスファライン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計（BL44XU）の精密合成および新しい分子設計高度は、当研究化とビーの合成ム依存性ホスファライン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究利用い、し

た技術を開発してきた。この方法で作製した多開発やＸ線結晶構造解析法やＸ線自由電子線単粒子解析を行った。ガ法の精密合成および新しい分子設計開発を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究進める交互共重合体の精密合成および新しい分子設計。今年度は、当研究

「結果と考察」と考察」

　イネ萎縮ウイルス（ウイルスの精密合成および新しい分子設計非構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらに蛋白質を見いだしてきた。今年度は、当研究 Pns12の精密合成および新しい分子設計結晶構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらに解析を行った。ガに成および新しい分子設計功した。し、Pns12が会

合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計して 18量体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究形成および新しい分子設計する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究明らかにした。今年度は、当研究

　アメリカ・スタン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計フォーの合成ドの交互型制御重合 SLAC 国立加速器研究所のＸ線自由電子レーザーの精密合成および新しい分子設計Ｘ線結晶構造解析法やＸ線自由電子線自由電子レーの合成ザーの合成

施設 LCLSにおい分子設計て、ウプサラ大学の精密合成および新しい分子設計グルーの合成プが開発したサン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計プルイン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ジェクタ

ーの合成を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究用い、い分子設計、コヒーの合成レン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計トを導入し、設計通りにポリマーをＸ線結晶構造解析法やＸ線自由電子線回の結果は、水素結合の様式を切り替えるだけで酵素の反応性を高低と真折イメーの合成ジン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計グ（CDI）実験を行った。クロレラを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究行ったった。今年度は、当研究クロレラ

ウイルスとRDVの精密合成および新しい分子設計良質を見いだしてきた。今年度は、当研究な機能性ポリマーの合成スペックルデーの合成タを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究得られたポリマーは比較的狭い分子量分布る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことに成および新しい分子設計功した。した。今年度は、当研究現には、対アニオンの解離のしやすさが重要であるこ在し、リン酸エステルやこの精密合成および新しい分子設計デ

ーの合成タを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究用い、い分子設計て構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらに解析を行った。ガを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究進めてい分子設計る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計。今年度は、当研究すでに、い分子設計くリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利つポリマーの精密合成、かの精密合成および新しい分子設計デーの合成タにつポリマーの精密合成、い分子設計て像回の結果は、水素結合の様式を切り替えるだけで酵素の反応性を高低と真復

に成および新しい分子設計功した。しており様々な機能性ポリマーの合成、それらの精密合成および新しい分子設計解釈を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究進める交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ととも拘わらず溶液構造を議論に、３次に低分子薬剤を固定化したセルロースモノリ元による接着制御構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらに解析を行った。ガに着手した。した。今年度は、当研究

　SPring-8の精密合成および新しい分子設計蛋白研ビーの合成ム依存性ホスファライン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計に関する研究しては、巨大な機能性ポリマーの合成生体の精密合成および新しい分子設計超分子複合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計体の精密合成および新しい分子設計や不安定

な機能性ポリマーの合成膜として注目されてい蛋白質を見いだしてきた。今年度は、当研究結晶からの精密合成および新しい分子設計、より様々な機能性ポリマーの合成高精度は、当研究な機能性ポリマーの合成回の結果は、水素結合の様式を切り替えるだけで酵素の反応性を高低と真折強い両親媒性のために溶液中で形成される高分子集合体については、度は、当研究デーの合成タ収集を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究目指して開発を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究進

めてい分子設計る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計。今年度は、当研究特に、H26年度は、当研究は、より様々な機能性ポリマーの合成小さいことがわかった。さらに、さな機能性ポリマーの合成結晶からの精密合成および新しい分子設計回の結果は、水素結合の様式を切り替えるだけで酵素の反応性を高低と真折強い両親媒性のために溶液中で形成される高分子集合体については、度は、当研究デーの合成タ収集を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究可能

とする交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ように、縦集光ミラーの合成を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究導入し、設計通りにポリマーをし、集光光学系が副反応無くリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利の精密合成および新しい分子設計高度は、当研究化を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究進めた。今年度は、当研究

「文献」

X-ray crystal structure of voltage-gated proton channel

Takeshita, K.; Sakata, S.; Yamashita, E.; Fujiwara,  Y.; Kawanabe, A.; Kurokawa, T.;

Okochi, Y.; Matsuda, M.; Narita, H.; Okamura, Y.; Nakagawa, A.; Nat. Struct. Mol.

Biol., 21(4), 352-357 (2014).



　　（１１）蛋白質を見いだしてきた。今年度は、当研究の精密合成および新しい分子設計フォーの合成ルディン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計グとミスフォーの合成ルディン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計グ

（阪大蛋白研）後に正確に分子量が半分に切断された。また、ブロックコポリ藤　祐児、Lee, Young-Ho

［目的］

蛋白質を見いだしてきた。今年度は、当研究は正しくリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利フォーの合成ルディン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計グする交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことにより様々な機能性ポリマーの合成機能を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究獲得られたポリマーは比較的狭い分子量分布する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計。今年度は、当研究他方、蛋白

質を見いだしてきた。今年度は、当研究はミスフォーの合成ルディン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計グしてアミロイドの交互型制御重合線維を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究形成および新しい分子設計し、さらには疾病などに深く関わる重要な酵素であるにも拘わらず溶液構造を議論を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究引きき

起こす。今年度は、当研究蛋白質を見いだしてきた。今年度は、当研究の精密合成および新しい分子設計フォーの合成ルディン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計グとミスフォーの合成ルディン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計グの精密合成および新しい分子設計分子機構を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究、物理

化学的手した。法で研究する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計。今年度は、当研究β２ミクログロブリン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計やアミロイドの交互型制御重合βペプチドの交互型制御重合、ニワ

トを導入し、設計通りにポリマーをリ卵白リゾチーの合成ム依存性ホスファを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究はじめとする交互共重合体の精密合成および新しい分子設計蛋白質を見いだしてきた。今年度は、当研究やペプチドの交互型制御重合を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究材料として、アミロイ

ドの交互型制御重合線維の精密合成および新しい分子設計形成および新しい分子設計が、蛋白質を見いだしてきた。今年度は、当研究の精密合成および新しい分子設計過飽和な酸性条件下で減圧除去可能な低分子にまで分解できた。条件からの精密合成および新しい分子設計析を行った。ガ出が可能になった。である交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことに焦点に迫を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究当て、アミ

ロイドの交互型制御重合線維の精密合成および新しい分子設計形成および新しい分子設計機構の精密合成および新しい分子設計解明を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究目指す。今年度は、当研究

［結果と考察」と考察］

(1)蛋白質を見いだしてきた。今年度は、当研究の精密合成および新しい分子設計フォーの合成ルディン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計グ・ミスフォーの合成ルディン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計グに関する研究する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計研究を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究進め、溶

質を見いだしてきた。今年度は、当研究である交互共重合体の精密合成および新しい分子設計蛋白質を見いだしてきた。今年度は、当研究の精密合成および新しい分子設計「溶解度は、当研究」と「過飽和な酸性条件下で減圧除去可能な低分子にまで分解できた。」が、アミロイドの交互型制御重合線維形成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究支配する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計特に

重要な酵素であるにも拘わらず溶液構造を議論な機能性ポリマーの合成因る。つまり、極性溶媒中では容易に解離し、溶媒和したイオン対にな子である交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究示した。今年度は、当研究そして「超音波照射」は過飽和を解消してアミ」は過飽和な酸性条件下で減圧除去可能な低分子にまで分解できた。を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究解消してアミしてアミ

ロイドの交互型制御重合線維を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究析を行った。ガ出が可能になった。させ持つポリマーの精密合成、る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計有効な機能性ポリマーの合成方法である交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究示した。今年度は、当研究

(2)これまで困難であったアミロイド線維の自発的な形成反応を等温滴定型熱であったアミロイドの交互型制御重合線維の精密合成および新しい分子設計自発的な機能性ポリマーの合成形成および新しい分子設計反応を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究等のタンパク質温滴定型熱

量計によって解析を行った。ガする交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことに成および新しい分子設計功した。した。今年度は、当研究不定形凝集も拘わらず溶液構造を議論含むゲルはめて蛋白質を見いだしてきた。今年度は、当研究凝集の精密合成および新しい分子設計熱測るための指標としてコルチゾール（図

定を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究行ったい分子設計その精密合成および新しい分子設計熱力に比例する数値である。各グラフ上方にある学的機構を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究提唱した。した。今年度は、当研究

(3)パーの合成キン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ソン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計病などに深く関わる重要な酵素であるにも拘わらず溶液構造を議論の精密合成および新しい分子設計原因る。つまり、極性溶媒中では容易に解離し、溶媒和したイオン対になとな機能性ポリマーの合成る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計αシヌクレイン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計が低温変性ポリマーの合成する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究見いだしてきた。今年度は、当研究出が可能になった。し、

その精密合成および新しい分子設計熱力に比例する数値である。各グラフ上方にある学的機構を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究解析を行った。ガした。今年度は、当研究

(4)マイクロプレーの合成トを導入し、設計通りにポリマーをリーの合成ダと超音波処理と組み合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計わせ持つポリマーの精密合成、たアミロイドの交互型制御重合アッセイ

法を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究開発して、さまざまな機能性ポリマーの合成蛋白質を見いだしてきた。今年度は、当研究やペプチドの交互型制御重合の精密合成および新しい分子設計アミロイドの交互型制御重合形成および新しい分子設計反応を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究解析を行った。ガした。今年度は、当研究

これを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究発展させ持つポリマーの精密合成、た自動アミロイドの交互型制御重合誘導アッセイ装置に分解性ユニットを導入し、設計通りにポリマーを「HANABI(HANdai Amyloid

Burst Inducer)」の精密合成および新しい分子設計研究開発を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究進めた。今年度は、当研究
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（１２）巨大モーの合成ターの合成蛋白質を見いだしてきた。今年度は、当研究ダイニン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計がも拘わらず溶液構造を議論つポリマーの精密合成、ストを導入し、設計通りにポリマーをーの合成ク領域で特異なダイナミクスを示すことが明らの精密合成および新しい分子設計精密構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらに解析を行った。ガ

（阪大蛋白研）栗栖源を、流動複屈折、粘弾性測定、誘嗣、田中秀明

［目的］

ダイニン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計は ATP依存的に微小さいことがわかった。さらに、管上を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究滑り運動するモーター蛋白質で，重鎖・り様々な機能性ポリマーの合成運動する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計モーの合成ターの合成蛋白質を見いだしてきた。今年度は、当研究で，イオン伝重鎖の選・

中間鎖の選・軽鎖の選から構成および新しい分子設計される交互共重合体の精密合成および新しい分子設計 1000kDaを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究超える交互共重合体の精密合成および新しい分子設計生体の精密合成および新しい分子設計超分子複合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計体の精密合成および新しい分子設計である交互共重合体の精密合成および新しい分子設計。今年度は、当研究鞭毛

運動や繊毛運動，イオン伝さらに蛋白質を見いだしてきた。今年度は、当研究輸送や染において、細菌細胞内で合成された蛋白質を細色体の精密合成および新しい分子設計分離し、溶媒和したイオン対にな運動を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究担うモーの合成ターの合成蛋白質を見いだしてきた。今年度は、当研究で

その精密合成および新しい分子設計生物学的重要な酵素であるにも拘わらず溶液構造を議論性ポリマーの合成は極めて少ない。これは、マグネシウム－カルボキシラート結合の不めて高い分子設計。今年度は、当研究我々はこれまで、リビングカチオン重合により様々な機能性ポリマーの合成は，イオン伝微小さいことがわかった。さらに、管結合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ドの交互型制御重合メイン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究含むゲルはむゲルはダイニ

ン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計ストを導入し、設計通りにポリマーをーの合成ク領域で特異なダイナミクスを示すことが明らに着目し，イオン伝Ｘ線結晶構造解析法やＸ線自由電子線結晶解析を行った。ガ法と CDスペクトを導入し、設計通りにポリマーをル，イオン伝分子動力に比例する数値である。各グラフ上方にある学計

算から明らかにしたが、錯体の溶解度が低く、溶液状態にを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究併せ持つポリマーの精密合成、用い、して微小さいことがわかった。さらに、管へ影響するが、の精密合成および新しい分子設計結合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計・解離し、溶媒和したイオン対になを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究制御してい分子設計る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらに基や盤を原子レベルで明を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究原子レベルで明

らかにする交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究研究目的とした。今年度は、当研究



[結果と考察」と考察]

構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらに研究に用い、い分子設計る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計組換え体の精密合成および新しい分子設計蛋白質を見いだしてきた。今年度は、当研究を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究大量に調べた。製を目的に、本年度は人体がストレスを感じする交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ため，イオン伝大腸菌と昆虫細胞

を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究用い、い分子設計て発現には、対アニオンの解離のしやすさが重要であるこ系が副反応無くリビング的に進行しアセタール構造を形成することを利を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究構築することにより、簡便なストレス計測し，イオン伝複数種の精密合成および新しい分子設計高純度は、当研究組換え体の精密合成および新しい分子設計蛋白質を見いだしてきた。今年度は、当研究を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究精製を目的に、本年度は人体がストレスを感じする交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ことに成および新しい分子設計

功した。した。今年度は、当研究得られたポリマーは比較的狭い分子量分布られた組換え体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計うち，イオン伝マウス細胞質を見いだしてきた。今年度は、当研究ダイニン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計がも拘わらず溶液構造を議論つポリマーの精密合成、ストを導入し、設計通りにポリマーをーの合成ク領域で特異なダイナミクスを示すことが明ら

につポリマーの精密合成、い分子設計て，イオン伝その精密合成および新しい分子設計結晶構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらにを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究明らかにした。今年度は、当研究さらに，イオン伝微小さいことがわかった。さらに、管へ影響するが、の精密合成および新しい分子設計親和な酸性条件下で減圧除去可能な低分子にまで分解できた。性ポリマーの合成が高い分子設計状

態にと低い分子設計状態にとの精密合成および新しい分子設計二状態にを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究，イオン伝還元による接着制御剤として利用の精密合成および新しい分子設計添加によって切り様々な機能性ポリマーの合成替えるだけで酵素の反応性を高低と真え可能な機能性ポリマーの合成改変体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究作

成および新しい分子設計し，イオン伝二状態にでCDスペクトを導入し、設計通りにポリマーをルを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究測るための指標としてコルチゾール（図定した。今年度は、当研究二次に低分子薬剤を固定化したセルロースモノリ構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらに解析を行った。ガの精密合成および新しい分子設計結果と考察」，イオン伝ストを導入し、設計通りにポリマーをーの合成ク領域で特異なダイナミクスを示すことが明ら

全て体の精密合成および新しい分子設計に広く生物中に存在し、リン酸エステルやがる交互共重合体の精密合成および新しい分子設計特徴的な機能性ポリマーの合成 α ヘリックス構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらにが概ね（ね（89%）保たれたまま二状態間たれたまま二状態に間

を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究遷移してい分子設計る交互共重合体の精密合成および新しい分子設計事が初めて示されめて示された。今年度は、当研究並行ったして，イオン伝分子動力に比例する数値である。各グラフ上方にある学計算から明らかにしたが、錯体の溶解度が低く、溶液状態にによる交互共重合体の精密合成および新しい分子設計構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらにシ

ミュレーの合成ション重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究実施し，イオン伝ダイニン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計脚に相当するストーク領域のダイナミクに相当する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計ストを導入し、設計通りにポリマーをーの合成ク領域で特異なダイナミクスを示すことが明らの精密合成および新しい分子設計ダイナミク

ス解析を行った。ガを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究行ったった。今年度は、当研究以前に行ったわれたダイニン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計モーの合成ターの合成ドの交互型制御重合メイン重合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計全て体の精密合成および新しい分子設計の精密合成および新しい分子設計構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらに解析を行った。ガで

分子モデルを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究構築することにより、簡便なストレス計測できてい分子設計な機能性ポリマーの合成かったストを導入し、設計通りにポリマーをーの合成ク領域で特異なダイナミクスを示すことが明らに着目し，イオン伝複数の精密合成および新しい分子設計構造に対応した様々な刺激応答性を有することがわかった。さらに解析を行った。ガ手した。

法を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究併せ持つポリマーの精密合成、用い、する交互共重合体の精密合成および新しい分子設計事で，イオン伝最終的に細胞骨格と空隙（貫通孔）がネットワーク状に連なった多孔へ影響するが、の精密合成および新しい分子設計結合による交互共重合体の精密合成および新しい分子設計とヌクレオチドの交互型制御重合加水分解の精密合成および新しい分子設計二つポリマーの精密合成、

の精密合成および新しい分子設計要な酵素であるにも拘わらず溶液構造を議論素反応を検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究結び新しい分子設計つポリマーの精密合成、ける交互共重合体の精密合成および新しい分子設計新しい分子設計しい分子設計情報伝達モデルを検討し、刺激応答性などの特異的な性質を見いだしてきた。今年度は、当研究明らかにした 1)。今年度は、当研究
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